
船舶事故調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和７年１１月１４日 １０時３０分頃 

発生場所 静岡県静岡市吹合
ふきあい

岬東北東沖 

 清水灯台から真方位０４３°８３０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°０１.０′ 東経１３８°３２.２′） 

事故の概要  遊漁船天和
てんほう

丸は、北北西進中、また、ミニボート（船名なし）は、

漂泊中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 令和７年１２月２日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 遊漁船 天和丸、３.８トン 

ＳＯ３－２１７７５（漁船登録番号）、個人所有 

第２４１－１２６５０号（船舶検査済票の番号） 

Ｂ ミニボート （船名なし）、総トン数なし（全長約３ｍ未満） 

   なし、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

Ｂ 操縦者Ｂ、操縦免許 なし 

 負傷者 Ａ なし 

Ｂ 軽傷 １人（同乗者） 

 損傷 Ａ 船首部外板に塗膜剝離 

Ｂ 右舷船尾部外板に割損及び船外機上部に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南東、風力 １、視界 良好 

海象：波向 南南東、波高 約０.３ｍ 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、同乗者２人及び釣り客４人を乗

せ、静岡市三保の松原東方沖で遊漁を行った後、静岡県清水港第３区

の袖師船溜
だ

まりに向けて帰航を開始した。 

 Ａ船には、レーダーが装備されていなかった。 

 船長Ａは、前方に他船を見掛けなかったので、前路に航行の支障と

なる他船はいないと思い込み、Ａ船を約９～１０ノットの対地速力で

手動操舵によって北進させた。 

船長Ａは、船首を北北西方に向ける際、携帯電話に遊漁の予約電話

が掛かってきたので前方を向き、通話に意識を向けながら、針路及び

速力を保持していたところ、Ａ船の船首部とＢ船の右舷船尾部とが衝

突した。 

Ａ船の同乗者及び釣り客はＢ船の乗船者２人を救助してＡ船に移乗

させた。船長Ａは釣り客等に負傷がないこと及び両船の損傷状況を確

認した。 



Ａ船は、Ｂ船をえい
．．

航して清水港第３区の桟橋に着け、Ａ船の同乗

者がＢ船を陸揚げした後、袖師船溜まりに戻った。 

 船長Ａは、所属する漁業協同組合に本事故の発生を連絡した。 

Ｂ船は、操縦者Ｂが１人で乗り、同乗者１人（以下「同乗者Ｂ」と

いう。）を乗せ、釣りの目的で、吹合岬東北東方沖に到着した。 

操縦者は、船首を北方に向けて船外機をアイドリング状態としてＢ

船を漂泊させ、Ｂ船の存在を示す目印として頂部に長方形の赤色の旗

（縦約０.２ｍ、横約０.１５ｍ）の付いた高さ約２ｍの棒を船尾部に

立てた。 

操縦者Ｂ及び同乗者Ｂは、それぞれ船尾部及び中央部に備え付けた

椅子に腰を掛けて、釣り竿
ざお

を船外に出し、釣りに意識を向けていた。 

同乗者Ｂは、他船のエンジン音が聞こえたので振り返ったところ、

右舷船尾方に接近するＡ船を認め、操縦者Ｂに知らせた。 

操縦者Ｂは、至近に迫ったＡ船を認めて衝突の危険を感じ、Ａ船に

向かって大声を出したが、Ｂ船とＡ船とが衝突した。 

同乗者Ｂは、衝突の衝撃で転倒し、右足の脛
すね

に擦り傷を負った。 

操縦者Ｂ及び同乗者Ｂは、Ａ船の乗船者によってＡ船上に引き上げ

られた。その後、操縦者Ｂは、海上保安庁に本事故の発生を通報し

た。 

Ｂ船は、携帯式エアホーン等を備えておらず、有効な音響による信

号を行うことができなかった。 

操縦者Ｂは、これまで航行中の他船が漂泊中のＢ船を避けていたの

で、航行中の他船がＢ船を避けると思い、釣りに意識を向けていて、

周囲の見張りを行っておらず、同乗者ＢからＡ船の存在を聞くまで接

近するＡ船に気付かなかった。 

Ａ船及びＢ船の乗船者は、全員救命胴衣を着用していた。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

分析 船長Ａは、前方に他船を見掛けず、前路に航行の支障となる他船が

いないと思い込んでいたことから、携帯電話の通話に意識を向けてい

たものと考えられる。 

船長Ａは、携帯電話の通話に意識を向け、船首方の見張りを適切に

行っていなかったことから、Ｂ船との接近に気付かなかったものと考

えられる。 

操縦者Ｂは、これまで航行中の他船が漂泊中のＢ船を避けていたの

で、航行中の他船がＢ船を避けると思っていたことから、釣りに意識

を向けて、周囲の見張りを行っていなかったものと考えられる。 

操縦者Ｂは、釣りに意識を向けて、周囲の見張りを行っていなかっ

たことから、自船に向けて接近するＡ船に気付くのが遅れたものと考

えられる。 

これらのことから、Ａ船は、北北西進中、Ｂ船は、船首を北方に向



けて漂泊中、両船が衝突したものと考えられる。 

原因 本事故は、Ａ船が北北西進中、Ｂ船が船首を北方に向けて漂泊中、

船長Ａが、携帯電話の通話に意識を向けて、船首方の見張りを適切に

行っていなかったため、Ｂ船との接近に気付かず、また、操縦者Ｂ

が、釣りに意識を向けて、周囲の見張りを行っていなかったため、接

近するＡ船に気付くのが遅れ、両船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長及びミニボートの操縦者は、常時周囲の見張りを

適切に行うこと。 

 

付図１ 事故発生経過概略図 
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Ａ船 

事故発生場所 
（令和７年１１月１４日 
 １０時３０分頃発生） 

三保の松原 

静岡県 
静岡市 

清水灯台 

吹合岬 

Ｂ船 


